
第2　試験検査
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1 生活衛生に関する試験検査［食品化学部門、微生物部門］ 

令和 5年度の生活衛生に関する試験検査の実施状況は，表 2-1-1～表 2-1-5 のとおりである。 

 

表 2-1-1 年間取扱件数 

 

 

 

表 2-1-2 水質検査基準不適合検体の内容 

 

検体数 項目数 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

21 126 10 11 

33 33 11 6 8 3 5 

54 159 0 11 6 18 11 0 0 3 5 0 0 0

120 230 30 5 50 35 

0 0

120 230 0 0 30 5 0 0 50 0 35 0 0 0

7 35 7 

7 35 0 0 0 0 0 0 7 0 0 0 0 0

181 424 0 11 36 23 11 0 57 3 40 0 0 0

小計

家庭用化学製品

総数 令和5年 令和6年

飲用井戸水

専用水道水

小規模貯水槽水道水

小計

そ

の

他

の

検

査

繊維製品

プール水

小計

家

庭

用

品
検

査

小計

浴槽水

水

質

検

査

簡易専用水道水

計

貸おしぼり

2

過マンガン酸カリウム消費量

浴槽水 レジオネラ属菌

検体の種類

プール水 1

不適合項目検体数
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表 2-1-3 試験検査対象家庭用品の種類とその検査項目 

 

 

表 2-1-4 家庭用品違反品の概要 

 

 

表 2-1-5 その他の検査の不適合内容 

 

H
C
l

N
a
O
H

H
2S
O
4

K
O
H

3 3 3

1 1 1

6 6 6

14 17 9 2 3 3

14 14 14

1 1 1

13 15 9 2 2 2

21 84 18 66

25 25 25

7 7 7

9 30 8 22

0

0

0

0

0

0

1 22 22

0

0

5 5 5

120 230 100 0 0 0 0 5 0 5 5 0 0 0 0 0 0 0 0 5 110

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

120 230 100 0 0 0 0 5 0 5 5 0 0 0 0 0 0 0 0 5 110

②生後24ヶ月以内用を除く

手袋

寝衣

外衣

帽子

中衣

家庭用木材防腐剤

及び木材防虫剤

家庭用防腐木材

及び防虫木材

衛生パンツ

家庭用毛糸

Ｂ
Ｄ
Ｂ
Ｐ
P

塩
化
ビ
ニ
ル

容
器
試
験

ホ
ル
ム
ア
ル
デ
ヒ
ド
②

有
機
水
銀
化
合
物

繊

維

製

品

おしめ

おしめカバー

よだれ掛け

下着

ア
ゾ
化
合
物

C
2C
l4

C
2H
C
ｌ 3

ジ
ベ
ン
ゾ
[a,h
]ア
ン
ト
ラ
セ
ン

ベ
ン
ゾ
[a
]ア
ン
ト
ラ
セ
ン

ホ
ル
ム
ア
ル
デ
ヒ
ド
①

M
e
O
H

Ｔ
P
T

T
Ｄ
Ｂ
Ｐ
P

ベ
ン
ゾ
[a
]ピ
レ
ン

ハンカチーフ

タオル

計

家

庭

用

化

学

製

品

くつ下止め用等接着剤

家庭用接着剤

住宅用洗浄剤

小計

バスマット

デ
ィ
ル
ド
リ
ン

カーテン

床敷物

テーブル掛け

えり飾り

検

体

数

検

査

項

目

数

①生後24ヶ月以内用のもの

小計

家庭用塗料

家庭用エアゾル製品

靴墨・靴クリーム

寝具

Ｔ
Ｂ
T

くつ下

たび

家庭用ワックス

家庭用洗浄剤

検査項目 検出値 基準試買・収去年月

　　違反なし

家庭用品区分

1 ページ検体の種類 検体数 不適合項目

違反なし
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2 食品衛生及び栄養に関する試験検査［食品化学部門、微生物部門］ 

令和 5年度の食品衛生及び栄養に関する試験検査の実施状況は、表 2-2-1～表 2-2-25 のとおりである。 

 

表 2-2-1 年間取扱件数 

 

 

 

表 2-2-2 食中毒などの取扱件数及び検体数(微生物学的検査) 

 

  

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

78 1 44 70 20 14 13 73 83

30 26 44 24 35 15 47 28 50 12 30 25

16 19 4 7 6 20 12 30

10

30 45 18 6 25 10 49 30 35

16 5 32 16 31 16 10

12 5 9 15 12

10 26 48 19 6 50 16

1 4 15 3 6 12 2 7 2 16 4 5

5 4

6

30 30 30 30 30 30 30

4

3 1 1 3 5 3 3

149 145 214 120 101 68 128 98 148 133 173 222

*検体数及び項目数は、複数の検査分類で再掲しているため、計は実際の数と異なる。

計 1,699 40,826

食品衛生に関するその他の検査 0 0 

食品衛生外部精度管理 19 33

食品中の特定原材料の検査 210 210

上記以外食品の規格検査（理化学検査） 4 8

自然毒検査 9 14

器具及び容器包装の検査 6 24

食品中の残留動物用医薬品検査 175 5,368

食品の放射能汚染検査 77 89

食品中の残留農薬検査 126 25,039

PCB､水銀等の食品汚染物質検査 53 101

遺伝子組換え食品の検査 10 30

食品中の食品添加物検査 248 1,599

収去食品の微生物学的検査 366 1,116

（内、食品の規格検査） 114 202

検体数 項目数

食中毒等の微生物学的検査 396 7,195

総数 令和5年 令和6年

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

2 1 3 3 2 2 2 6 3

(2) (1) (2) (1) (3) (1)

78 1 44 70 20 14 13 73 83

(78) (17) (69) (18) (69) (28)

78 1 39 62 20 14 13 36 72

(78) (17) (61) (18) (32) (23)

1 27 32 1 4 2 64 38

(9) (31) (60) (16)

32 1 27 44 16 5 5 68 48

(32) (9) (43) (14) (64) (19)

246

(181)

24

(10)

396

(279)

注）　(  )内は本市で食中毒事件と断定した事例

335

(229)

169

(116)

計
令和5年 令和6年

各

検

体

数

　　取扱件数

　　総検体数

　　細菌検査

　　ウイルス検査

　　核酸検査
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表 2-2-3 食中毒などの検体数及び項目数（微生物学的検査） 

 

 

 

表 2-2-4 食中毒* 病因物質発生状況(微生物学的検査) 

 

 

 

表 2-2-5 食中毒（理化学）関連及び食品苦情等に関わる検査 

 

  

24 10 14

*本市で食中毒事件と断定した事例

その他 16 16 9 9 7 7

菌株

飲用水

吐物

798

食品 43 763 27 427 16 336

施設器具ふきとり 139 2,599 101 1,801 38

308

業者手指ふきとり 32 652 22 442 10 210

業者便 72 1,402 58 1,094 14

2,265

患者便 94 1,763 62 1,157 32 606

検体数及び項目数 396 7,195 279 4,930 117

計 食中毒* その他

取扱件数

病因物質 平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度

サルモネラ属菌 2

カンピロバクター 5 5 3 1 3

黄色ブドウ球菌 2 1

セレウス菌

病原大腸菌 2

ウェルシュ菌 1 1

腸炎ビブリオ

ノロウイルス 5 3 1 1 1 5

サポウイルス

クドア・セプテンプンクタータ 2

不明

その他 1**

計 16 10 4 3 3 10

*本市で食中毒事件と断定した事例

**A型肝炎ウイルス

検体数発生月 対象食品 概要 検査項目

検体なし
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表 2-2-6 収去食品の細菌数などの検査結果 

 

  

和生菓子 40 34 5 1 0 - - - - - - - - - - - - -

洋生菓子 10 10 0 0 0 - - - - - - - - - - - - -

残置食 50 - - - - - 1 - - - - - - - - - - -

生食用鮮魚介類及び魚介類加工品 19 - - - - - - - - - - - - - - 19 0 0

ゆでがに 3 - - - - - - - - - - - - - - 3 0 0

浅漬 15 - - - - - 0 - - - - - - - - - - -

魚肉ねり製品 19 - - - 0 - - - - - - - - - - - - -

路上弁当 10 6 4 0 - - 0 - - - - - - - - - - -

アイスクリーム類 4 3 1 0 0 - - - - - - - - - - - - -

生食用食肉 3 - - - - - - 0 - - - - - - - - - -

　清涼飲料水 4 - - - 0 - - - - - - - - - - - - -

そう菜 20 15 4 1 - - 0 - - - - - - - - - - -

　非加熱食肉製品 10 - - - - 0 - - - - - - - - - - - -

豆腐 10 8 2 0 - - 0 - - - - - - - - - - -

　生食用かき 12 9 3 0 - - - - - - - - 10 2 0 12 0 0

冷凍食品

　　無加熱摂取冷凍食品 6 6 0 0 0 - - - - - - - - - - - - -

　　加熱後摂取冷凍食品

　　（凍結直前加熱）
4 4 0 0 0 - - - - - - - - - - - - -

　　加熱後摂取冷凍食品

　　（凍結直前未加熱）
20 17 3 0 - 0 - - - - - - - - - - - -

乳
酸

菌
数

基
準

未
満

検体の種類

検
体

数

細菌数 黄色ブドウ球菌数 E.coli最確数 腸炎ビブリオ最確数
3
.0

/
g
 ～

 1
0
0
/
g
 以

下

1
0
0
/
g
 を

超
え

る

3
,0

0
0
/
g
 以

下

3
,0

0
1
/
g
 ～

 1
0
5/

g
 以

下

1
0
5/

g
 を

超
え

る

大
腸

菌
群

陽
性

E
.c

o
li陽

性

大
腸

菌
陽

性

腸
内

細
菌

科
菌

群
陽

性

5
0
/
g
 未

満

5
0
/
g
 ～

 1
0
0
/
g
 以

下

1
0
0
/
g
 を

超
え

る

1
8
/
1
0
0
g
 未

満

1
8
/
1
0
0
g
 ～

 2
3
0
/
1
0
0
g
 以

下

2
3
0
/
1
0
0
g
 を

超
え

る

3
.0

/
g
 未

満
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表 2-2-7 収去食品の食中毒菌などの検出件数 

 

 

 

表 2-2-8 遺伝子組換え食品の検査結果 

 

  

検

体

数

黄

色

ブ

ド

ウ

球

菌

サ

ル

モ

ネ

ラ

属

菌

腸

炎

ビ

ブ

リ

オ

ナ

グ

ビ

ブ

リ

オ

ビ

ブ

リ

オ

・

ミ

ミ

ク

ス

ビ

ブ

リ

オ

・

フ

ル

ビ

ア

リ

ス

そ

の

他

の

ビ

ブ

リ

オ

エ

ロ

モ

ナ

ス

・

ヒ

ド

ロ

フ

ィ

ラ

エ

ロ

モ

ナ

ス

・

ソ

ブ

リ

ア

そ

の

他

の

エ

ロ

モ

ナ

ス

プ

レ

シ

オ

モ

ナ

ス

･

シ

ゲ

ロ

イ

デ

ス

病

原

大

腸

菌

カ

ン

ピ

ロ

バ

ク

タ

"

・

ジ

ェ

ジ

ュ

ニ

カ

ン

ピ

ロ

バ

ク

タ

"

・

コ

リ

セ

レ

ウ

ス

菌

ウ

エ

ル

シ

ュ

菌

リ

ス

テ

リ

ア

・

モ

ノ

サ

イ

ト

ゲ

ネ

ス

ノ

ロ

ウ

イ

ル

ス

40 0 0 - - - - - - - - - - - - - - - -

10 0 0* - - - - - - - - - - - - - - - -

50 0 0 - - - - - - - - - - - - - 0 - -

10 - - 0 1 0 0 0 4 3 0 0 - - - - - - -

15 - - 0 - - - - - - - - - - - - - 0** -

10 0 - - - - - - - - - - - - - - - - -

1 - - - - - - - - - - - 0 - - - - - -

24 - - - - - - - - - - - 0 - - - - - -

2 - - - - - - - - - - - 0 - - - - - -

1 - - - - - - - - - - - 0 - - - - - -

59 - 32 - - - - - - - - - - 45 1 - - - -

20 0 - - - - - - - - - - - - - - 0 - -

10 - - - - - - - - - - - - - - - - 0 -

10 0 0 - - - - - - - - - - - - - - 0 -

12 - - - - - - - - - - - - - - - - - 0

10 0 - - - - - - - - - - - - - - - - -

そう菜

*検査対象は7検体

**検査対象は10検体

***腸管出血性大腸菌（6血清群）のみ

ナチュラルチーズ

　　　　　項目

　検体の種類

和生菓子

生食用かき

豆腐

鶏肉

　　その他の食品

浅漬

洋生菓子

残置食

生食用鮮魚介類

路上弁当

腸管出血性大腸菌実態調査***

　　肉卵類及びその加工品

　　野菜類・果実及びその加工品

非加熱食肉製品

　　かん詰・びん詰食品

トウモロコシ

トウモロコシ缶詰 検出しない

米

米粉 検出しない

安全性未審査遺伝子組換え食品混入の有無の検査項目

　安全性未審査遺伝子組換えトウモロコシ（CBH351）

　安全性未審査遺伝子組換えトウモロコシ（DAS59132）

　安全性未審査遺伝子組換えトウモロコシ（Bt10）

　安全性未審査遺伝子組換え米（63Btコメ)

　安全性未審査遺伝子組換え米（NNBtコメ)

　安全性未審査遺伝子組換え米（CpTIコメ)

0

030

15

15

安全性未審査遺伝子組換え食品の混入

項目数 検出数 基準値

合計 10

5

検体数

5 0
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表 2-2-9 食品中の甘味料の検査結果 

 

 

 

表 2-2-10 食品中の保存料の検査結果 

 

 

 

表 2-2-11 食品中の着色料の検査結果 

 

 

 

表 2-2-12 食品中の指定外酸化防止剤 

（ターシャリーブチルヒドロキノン（TBHQ））の検査結果 

 

（検出率　0.7　％）　計 150 1

漬物 50 1 0 0

魚肉ねり製品 18 0 0 0

そうざい及び半製品 52 0 0 0

輸入食品 30 0 0 0

検体数

サッカリンナトリウム

検出数
使用基準

違反数

表示

違反数

(検出率9.8%) (検出率 2.3%) (検出率 0.0%)

*安息香酸はクランベリー等多くの食品に天然に含有されている（食品衛生検査指針食品添加物編追補2020）

検体数

ソルビン酸 安息香酸
＊

デヒドロ酢酸

検出数
使用基準

違反数

表示

違反数
検出数

使用基準

違反数

表示

違反数
検出数

使用基準

違反数

表示

違反数

そうざい及び半製品 52 6 0 1 0 0 0 0 0 0

輸入食品（ワイン除く） 30 0 0 0 1 0 0 0 0 0

魚肉ねり製品 18 3 0 1 0 0 0 0 0 0

菓子 30 0 0 0 0 0 0 0 0 0

食肉製品 15 6 0 0 0 0 0 0 0 0

漬物 50 6 0 0 0

0 0 0

0

000

4 0 0 0

計 215 21 5 0

輸入ワイン 20 0 0 0

（検出率　12.7　％）　 （検出率　2.1　％）　

計 55 7 660 14 0

菓子 20 0 240 0 0

いくら、たらこ 10 4 120 11 0

漬物 25 3 300 3 0

検体数

着色料

検出検体数 検査項目数 検出項目数 表示違反数

（検出率　0.0　％）　

輸入食品 15 0 0

検体数

TBHQ

検出数
使用基準

違反数
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表 2-2-13 食品中の漂白剤の検査結果 

 

 

 

表 2-2-14 食品中の発色剤の検査結果 

 

 

 

表 2-2-15 輸入果実中の防ばい剤の検査結果 

 

検査項目：アゾキシストロビン、イマザリル、オルトフェニルフェノール、ジフェニル、チアベンダゾール、ピリメタニル、 

フルジオキソニル、プロピコナゾール、ジフェノコナゾール 

 

 

表 2-2-16 食品中の残留農薬検査結果 

 

  

（検出率　55.1　％）　

検体数

亜硫酸

検出数
使用基準

違反数

表示

違反数

果実酒 20 20 0 0

エビ（冷凍） 10 0 0 0

ドライフルーツ 4 1 0 0

かんぴょう 3 3 0 0

その他の食品 12 3 0 0

計 49 27

（検出率　80.0　％）　

検体数

亜硝酸ナトリウム

検出数
使用基準

違反数

表示

違反数

食肉製品 15 15 0 0

いくら、たらこ 10 5 0 0

計 25 20

検体数 検出検体数 検査項目数 検出項目数 基準超過数

かんきつ類 5 5 45 17 0

バナナ 1 0 10 0 0

計 6 5 55 17 0

食品の種類 産地 検体数 検出検体数 検査項目数 検出項目数 違反数

魚介類 外国水域 0

日本近海 15 0 1,575 0

国内 5 3 1,360 6

0

70

0

果実 外国 19 11 4,023 28 0

穀類およびその加工品

国内 20 18 4,170

野菜 外国

47 21 10,011 51

0

10 7 2,130 19 0

国内

0冷凍食品 外国 10 4 1,770 12

0

計 126 64 25,039 186 0
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表 2-2-17 水産物中の PCB、水銀検査結果

 

 

表 2-2-18 食品中の重金属の検査結果 

 

 

 

表 2-2-19 畜水産食品中の残留抗生物質、合成抗菌剤、内寄生虫用剤の検査結果 

 

  

検出数

暫定的

規制

違反数

基準

値

(ppm)

検出数

暫定的

規制

違反数

基準

値

(ppm)

検出数

暫定的

規制

違反数

基準

値

(ppm)

2 0 0 0.5 2 0 0.4 0.3

2 0 0 3 2 0 0.4 0.3

16 4 0 0.5 15 0 0.4 0.3

28 18 0 3 27 0 0.4 0.3

0 - - -

48 22 検出率 45.8% 46 検出率 95.8% 0 検出率 0.0%

＊

＊2

いか類

海産魚（遠洋）

海産魚（その他）

水銀適用除外海産魚
＊2

計

メチル水銀
＊2

いか類（遠洋）

検体数

PCB
＊ 総水銀

PCBは遠洋沖合魚介類は0.5ｐｐm、それ以外の魚介類は3ｐｐmと暫定的規制値が定められている。

水銀は総水銀0.4ｐｐmかつメチル水銀0.3ｐｐmと暫定的規制値が定められているが、マグロ類、河川産の

魚介類、深海性魚介類等は適用を除外されている。また、メチル水銀の検査は総水銀が暫定的規制を超

えた時のみ実施する。

カドミウム

米 5 0 0 0.4

検体数
検出数 基準超過数 基準値(ppm)

検出検体数 検査項目数 検出項目数 基準違反数

牛 筋肉 0 834 0 0

腎臓 0 835 0 0

輸入牛肉 0 170 0 0

豚 筋肉 0 555 0 0

腎臓 0 749 0 0

輸入豚肉 0 115 0 0

鶏 筋肉 0 698 0 0

肝臓 0 608 0 0

輸入鶏肉 0 105 0 0

鶏卵 0 120 0 0

乳 0 240 0 0

養殖魚介類 魚介類（すずき目） 0 160 0 0

魚介類（ふぐ目） 0 59 0 0

魚介類（その他の魚類） 0 0 0 0

輸入冷凍えび 魚介類（甲殻類） 0 120 0 0

計 0 5,368 0 0

2

10

23

5

3

4

6

10

0

23

19

175

5

19

23

検体数

23
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表 2-2-20 食品中の放射能検査結果 

 

 

 

表 2-2-21 二枚貝の貝毒の検査結果 

 

 

 

表 2-2-22 ふぐ加工品のふぐ毒の検査結果 

 
 

 

表 2-2-23  器具・容器包装の検査結果 

 

  

134
Cs

137
Cs 基準（ベクレル/kg）

検出数 検出数 （合計値）

23 0 1 0 100

3 0 0 0 50

5 0 0 0 100

40 0 1 0 100

4 (4) 0 0 0 一般100、飲料水10（50)

2 (1) 0 0 0 100（50)

77 0 2 0

＊乳及び乳製品の成分規格等に関する省令（昭和26年厚生省令第52号）の乳（牛乳、低脂肪乳、加工乳など）及び乳飲料

食品大分類

計

野菜類・果実類及びその加工品

清涼飲料水(うち乳児用食品）

牛乳
＊

魚介類及び魚介類加工品

穀類及びその加工品

その他の食品（うち乳幼児用食品）

検体数
基準

超過数

（検出率　0.0　％）　 （検出率　0.0　％）　

二枚貝 5 0 0 0 0

検体数
麻痺性貝毒 下痢性貝毒

検出数 基準違反数 検出数 基準違反数

（検出率　0.0　％）　

ふぐ加工品 4 0 0

検体数

ふぐ毒

検出数 基準違反数

ポリプロピレン樹脂製器具 2 16 0

計 6 24 0

レースペーパー等 4 8 0

検体数

規格

検査項目数 基準違反数
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表 2-2-24 食品中の特定原材料の検査結果 

 

 

 

表 2-2-25 その他規格（理化学検査）検査結果 

 

検体数 検出数 検体数 検出数 検体数 検出数 検体数 検出数 検体数 検出数 検体数 検出数

106 106 46 1 30 30

38 38 8 30

30 30 30

31 31 1 30

5 5 5

210 210 60 1 30 0 30 0 30 0 30 0 30 0

検体数 項目数
卵 乳

その他

乳幼児用食品

計

落花生 えび・かに そば小麦

そう菜

菓子

輸入食品

検出しない

検体数
ヒ素 鉛

検出数 基準値 検出数 基準値

清涼飲料水

（ミネラルウォーター類以外）
4 0 検出しない 0
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3 医薬品成分に関する試験検査［食品化学部門］ 

令和 5年度の医薬品成分に関する試験検査の実施状況は、表 2-3-1～表 2-3-2 のとおりである。 

 

表 2-3-1 年間取扱件数 

 

 

 

表 2-3-2 医薬品成分の試験検査結果 

 

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

7

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 7 0

総数 令和5年 令和6年

取扱検体数 検査項目数

健康食品 7 7

計 7 7

検体数 検査結果

シブトラミン 健康食品 7 検出しない

検査項目 検体の種類
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4 微生物及び免疫に関する試験検査［微生物部門］ 

(1) 年間取扱件数 

令和 5年度の微生物及び免疫に関する試験検査の実施状況は、表 2-4-1 から表 2-4-4 のとおりである。 

 

表 2-4-1 年間取扱件数 

 

 

表 2-4-2 京都市感染症発生動向調査事業 病原体検査取扱件数 

 

 

表 2-4-3 三類感染症病原体検査 取扱件数及び項目数 

 

令和5年 令和6年

検体数 項目数 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

ウイルス検査 118 1,044 4 14 7 13 15 6 6 4 14 13 11 11

細菌検査 55 209 2 5 3 8 9 1 2 4 10 6 1 4

ゲノムサーベランス（コロナウイルス） ゲノム解析検査 407 407 39 52 57 65 54 49 45 46

三類感染症病原体検査 細菌検査 115 124 5 8 13 19 16 6 21 17 6 4 0 0

一般依頼ウイルス検査 ウイルス検査 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

一般依頼細菌検査 細菌検査 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

行政依頼ウイルス検査 ウイルス検査 600 959 256 105 12 5 11 10 11 6 21 25 52 86

行政依頼細菌検査 細菌検査 74 77 6 3 6 9 6 3 8 6 6 6 11 4

結核遺伝子検査（VNTR） 細菌検査 118 118 10 11 14 8 4 14 6 11 10 11 9 10

1,487 2,938 283 185 107 119 126 94 103 93 113 65 84 115

項目 細分

感染症発生動向調査

総数

計

令和５年 令和６年

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

111 4 13 7 13 12 4 6 4 13 13 11 11

110 4 13 7 13 11 4 6 4 13 13 11 11

糞便 60 2 6 3 9 8 2 2 4 11 6 2 5

咽頭ぬぐい液 48 2 7 1 4 4 4 4 2 6 9 5

髄液 5 2 2 1

尿 0

その他 5 1 1 1 1 1

小計 118 4 14 7 13 15 6 6 4 14 13 11 11

54 2 5 3 8 9 1 2 4 10 5 1 4

糞便 52 2 5 2 8 7 1 2 4 10 6 1 4

咽頭ぬぐい液 0

髄液 3 1 2

尿 0

その他 0

小計 55 2 5 3 8 9 1 2 4 10 6 1 4

マイコプラズマ検査 咽頭ぬぐい液 0

173 6 19 10 21 24 7 8 8 24 19 12 15計

計

ウイルス検査被検患者数

受付患者総数

細菌検査被検患者数

ウイルス検査

細菌検査

令和5年 令和6年

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

115 5 8 13 19 16 6 21 17 6 4 0 0

赤痢菌 3 1 2

コレラ菌 2 2

チフス菌 5 5

パラチフスＡ菌 5 5

ＥＨＥＣ 109 4 8 13 19 16 6 21 12 6 4 0 0

計 124 5 8 13 19 16 6 21 26 6 4 0 0

計

検体数

検

査

項

目
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表 2-4-4 感染性胃腸炎集団発生事例 検査取扱件数及び結果 

 

月 施設数 陽性数 検出

4 左京区 （児童館） 1 患者便 4 3 ノロ（GⅡ）

左京区 （保育園） 1 患者便 6 3 サポウイルス

伏見区 （保育園） 1 患者便 5 4 ノロ（GⅡ）

9 左京区 （保育園） 1 患者便 5 0 ―

10 伏見区 （保育園） 1 患者便 3 3 サポウイルス

1 患者便 7 7 ノロ（GI）

1 患者便 6 4 ノロ（GⅡ）

伏見区 （幼稚園） 1 患者便 8 8 サポウイルス

上京区 （保育園） 1 患者便 3 3 ノロ（GⅡ）

左京区 （保育園） 2 患者便 7 6 ノロ（GⅡ）

山科区 （高齢者） 1 患者便 5 4 ノロ（GⅡ）

（高齢者） 1 患者便 3 3 ノロ（GⅡ）

（保育園） 1 患者便 5 5 ノロ（GⅡ）

伏見区 （保育園） 1 患者便 3 3 ノロ（GⅡ）

北区 （高齢者） 1 患者便 5 5 ノロ（GⅡ）

（障害者） 1 患者便 2 2 ノロ（GI）

（保育園） 1 患者便 3 3 ノロ（GⅡ）

山科区 （高齢者） 1 患者便 3 3 ノロ（GⅡ）

下京区 （保育園） 1 患者便 5 5 ノロ（GⅡ）

西京区 （保育園） 2 患者便 8 8 ノロ（GⅡ）

（高齢者） 1 患者便 4 4 ノロ（GⅡ）

（小学校） 1 患者便 10 10 ノロ（GⅡ）

伏見区 （高齢者） 1 患者便 3 3 ノロ（GⅡ）

（保育園） 1 患者便 3 3 ノロ（GⅡ）

（高齢者） 1 患者便 5 5 ノロ（GⅡ）

中京区 （小学校） 1 患者便 7 7 ノロ（GⅡ）

（高齢者） 1 患者便 1 1 ノロ（GⅡ）

（小学校） 1 患者便 5 5 ノロ（GⅡ）

下京区 （高齢者） 1 患者便 5 5 ノロ（GⅡ）

（小学校） 1 患者便 8 8 ノロ（GⅡ）

（高齢者） 1 患者便 3 3 ノロ（GⅡ）

（小学校） 3 患者便 21 21 ノロ（GⅡ）

（保育園） 1 患者便 3 3 ノロ（GⅡ）

合計 37 174 160

西京区

施設 検体数

5

12
南区

伏見区

3

東山区

右京区

北区

（小学校）

1

2

山科区

西京区



22

京都市衛生環境研究所年報No.９０（２０２４）

5 衛生動物に関する検査、相談処理及び調査鑑別［管理課］ 

 

令和 5年度の衛生動物検査及び衛生相談の件数は、表 2-5-1 のとおりである。また、衛生動物に関する調査研究のため

に鑑別した個体数は、表 2-5-2 のとおりである。 

 

表 2-5-1 衛生動物検査及び衛生相談の件数 

 

 

 

表 2-5-2 衛生動物調査鑑別個体数 

 

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

衛生動物検査 22 1 5 3 2 2 3 4 1 0 0 0 1

衛生相談 10 0 1 1 1 3 1 2 1 0 0 0 0

計 32 1 6 4 3 5 4 6 2 0 0 0 1

計
令和5年 令和6年

個体数

54

385

439

項目

人おとり法による蚊成虫調査

旗ずり法によるマダニ生息調査

計
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6 食肉衛生に関する試験検査［食肉検査部門］ 

令和 5年度の食肉衛生に関する試験検査の実施状況は、表 2-6-1～表 2-6-9 のとおりである。 

 

表 2-6-1 食肉衛生に関する試験検査の取扱件数（と畜検査頭数） 

 

 

 

表 2-6-2 畜種別と畜処分件数（処分実頭数） 

 

 

 

表 2-6-3 病名別全部廃棄頭数 

 

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

牛 肉牛 1,426 1,007 969 1,305 798 1,101 1,124 1,402 1,387 908 915 1,149

(8) (6) (5) (6) (5) (9) (11) (7) (4) (7) (5) (7)

乳牛 0 1 2 2 1 2 4 8 5 6 6 5

(0) (0) (0) (0) (0) (0) (0) (1) (2) (3) (2) (0)

1,426 1,008 971 1,307 799 1,103 1,128 1,410 1,392 914 921 1,154

(8) (6) (5) (6) (5) (9) (11) (8) (6) (10) (7) (7)

1 1

(0) (1) (0) (0) (0) (0) (0) (0) (0) (0) (0) (0)

1,687 1,586 1,554 1,613 1,519 1,587 1,910 1,689 1,736 1,749 1,534 1,738

(0) (0) (0) (0) (0) (0) (0) (0) (0) (0) (0) (0)

3,113 2,595 2,526 2,920 2,318 2,690 3,038 3,099 3,128 2,663 2,455 2,892

(8) (7) (5) (6) (5) (9) (11) (8) (6) (10) (7) (7)

計 13,533

(88)

子牛 2

(1)

馬 0

13,491

(80)

42

(8)

畜種 件数
令和5年 令和6年

豚 19,902

(0)

めん羊 0

山羊 0

計
33,437

(89)

下段(　）内の数字は病切迫畜の件数（再掲）

※豚1頭を即決廃棄（膿毒症）

子牛 1

畜種 解体禁止 全部廃棄 一部廃棄

牛 32 11,597

合計 0 38 28,407

馬

豚 6 16,809

めん羊

山羊

牛 豚

頭数 頭数

17 3

6 1

5 1

3 1

1 0

32 6

敗血症 敗血症

計 計

※8頭を即決廃棄（牛伝染性リンパ腫）

尿毒症 膿毒症

全身性筋肉炎 尿毒症

高度の黄疸 サルモネラ症

疾病名 疾病名

牛伝染性リンパ腫 豚丹毒
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表 2-6-4 牛 部位別主要疾病廃棄件数 

 

血腫 948 7.0

筋肉炎 1,012 7.5

胸膜炎 323 2.4

骨折 370 2.7

筋肉膿瘍 56 0.4

石灰沈着 414 3.1

関節炎 170 1.3

筋・骨格疾患 10,677 78.9

血液浸潤 5,582 41.2

膠様浸潤 1,251 9.2

子宮内膜炎 124 0.9

乳房疾患 51 0.4

頭部疾患 436 3.2

膀胱炎 119 0.9

膀胱結石 177 1.3

子宮疾患 181 1.3

腎周囲脂肪壊死 379 2.8

のう胞腎 318 2.3

膀胱疾患 330 2.4

消化器脂肪壊死 759 5.6

腎臓疾患 1,680 12.4

腎炎 675 5.0

腸疾患 2,823 20.9

腸炎 1,535 11.3

腸黒色症 360 2.7

胃炎 2,720 20.1

胃膿瘍 91 0.7

胃出血（スポット） 466 3.4

創傷性胃炎 141 1.0

胃潰瘍 1,224 9.0

好酸球性巣状性肝炎 335 2.5

褪色肝 268 2.0

胃疾患 4,650 34.4

肝炎 317 2.3

肝小葉間静脈炎 308 2.3

胆管炎 336 2.5

鋸屑肝 642 4.7

肝包膜炎 673 5.0

肝膿瘍 355 2.6

横隔膜出血（スポット） 95 0.7

肝臓疾患 6,689 49.4

富脈斑肝 3,348 24.7

横隔膜筋炎 407 3.0

横隔膜水腫 404 3.0

横隔膜炎 461 3.4

肺膿瘍 160 1.2

横隔膜疾患 1,722 12.7

横隔膜膿瘍 300 2.2

肺胸膜炎 681 5.0

肺炎 712 5.3

肺気腫 181 1.3

肺点状出血 224 1.7

吸入肺 311 2.3

発生頭数 と畜頭数に占める割合（％）

総頭数 13,533

心臓疾患 921 6.8

心外膜炎 140 1.0

脾臓疾患 62 0.5

肺臓疾患 2,287 16.9
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表 2-6-5 豚 部位別主要疾病廃棄件数 

 

 

 

表 2-6-6 牛枝肉せり売り前再検査による異常疾病発見件数 

 

腸炎 709 3.6

のう胞腎 1,588 8.0

腸抗酸菌症 79 0.4

腎臓疾患 2,441 12.3

血腫 161 0.8

1.2膠様浸潤 243

骨折 9 0.0

胸膜炎 774 3.9

腎炎 631 3.2

筋・骨格疾患 4,602 23.1

血液浸潤 2,382 12.0

筋肉膿瘍 275 1.4

筋肉炎 397 2.0

0.8

肝炎 462 2.3

腸疾患 823 4.1

13.9

褪色肝 142 0.7

肝臓疾患 1,954 9.8

白斑肝 334 1.7

肝線維症 817 4.1

肝包膜炎 150

肺膿瘍 602 3.0

胸膜炎 3,431 17.2

肺炎（APP）

心臓疾患 628 3.2

肺臓疾患 16,465 82.7

肺炎（MPS） 9,965 50.1

2,768

心外膜炎 353 1.8

発生頭数 と畜頭数に占める割合（％）

総頭数 19,902

心内膜炎 86 0.4

件数

1,021

179

73

33

139

1,445

水腫

その他

計

疾病名

筋肉炎

スポット

血液浸潤



26

京都市衛生環境研究所年報No.９０（２０２４）

 

表 2-6-7 保留理由別頭数及び保留後全部廃棄頭数 

 

 

 

表 2-6-8 と畜検査における精密検査実施状況 

 

3 10 3 0 0その他 10

計 128 5

1 1 1

0

2

29 111 24 17

高度の黄疸 1 0 0

サルモネラ症 2 0 0 0

高度の水腫

0

1 0 1 0 0

牛伝染性リンパ腫 10 9 10 9

0

0

0 1 0 0

0

尿毒症 6 6 5 5

全身性腫瘍 1

1 1

0

3

敗血症 11 7 7 6 4 1

豚丹毒 10

抗菌性物質残留 76 0 76 0 0

3 0 0 10

保留理由
総計 牛（子牛を含む）

保留頭数 廃棄頭数 保留頭数 廃棄頭数

豚

保留頭数 廃棄頭数

細

菌

検

査

病

理

検

査

理

化

学

検

査

血

液

検

査

抗

菌

性

物

質

P

C

R

免

疫

生

化

学

検

査

そ

の

他

7 7 7 7

109 436 1,744 1,744

18 378 477 390 1 72 14

1 9 12 12

6 36 80 57 11 12

1 2 6 3 3

1 1 9 6 3

5 22 37 21 16

14 56 224 224

10 29 78 69 9

2 12 33 30 3

2 10 22 10 7 5

1 2 2 2

2 10 10 10

70 123 236 100 46 84 6

249 1,133 2,977 176 509 90 190 1,968 17 21 6

水腫

腫瘍（白血病を除く）

合計

豚丹毒

敗血症

豚抗酸菌症

尿毒症

サルモネラ症

検査目的

検

査

項

目

数

検査項目

その他（病名判定を含む）

検

査

頭

数

検

体

件

数

と

畜

検

査

牛

BSEスクリーニング検査

抗菌性物質残留

牛伝染性リンパ腫

敗血症

黄疸

尿毒症

豚

抗菌性物質残留
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表 2-6-9 調査研究及びその他の検査実施状況 

 

細

菌

検

査

病

理

検

査

理

化

学

検

査

血

液

検

査

抗

菌

性

物

質

P

C

R

免

疫

生

化

学

検

査

そ

の

他

120

120

18

258 0 0 0 0 0 0 0

140 140

25 26

165 0 0 0 0 26 0 140

423 0 0 0 0 26 0 140

調

査

研

究

検査目的

検

査

件

数

検

査

項

目

数

検査項目

牛枝肉の細菌汚染調査 60 120

豚枝肉の細菌汚染調査 60 120

京都市と畜場に搬入される豚のサルモネラ保菌状況の調査 18 18

小計 138 258

牛枝肉のサルモネラ検査 140 280

計 303 589

牛枝肉のSTEC検査 25 51

小計 165 331

そ

の

他
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7 環境に関する試験検査［環境部門、微生物部門］ 

令和 5年度の環境に関する試験検査の実施状況は、表 2-7-1 から表 2-7-11 のとおりである。 

また、環境省からの委託を受けて、化学物質環境実態調査として、京都市衛生環境研究所屋上にて大気試料（1件）の採

取及び一般的状況測定を行った。同調査で桂川宮前橋下流において、水質（1件）及び底質（3件）の試料採取及び一般的

状況測定を行った。 

平成 15年から毎年環境省委託酸性雨調査（陸水モニタリング）を沢の池で年 4回水質調査及び検査を実施し、結果を報

告している。 

 

表 2-7-1 環境に関する試験検査など取扱件数 

件数 項目数 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

20 60 1 3 1 1 3 1 1 3 1 1 3 1

29 202 12 11 6

52 104 4 5 4 5 4 4 5 4 4 5 4 4

12 12 12

12 24 9 3

54 644 4 4 4 5 4 4 4 4 9 4 4 4

179 1,046 9 12 30 14 11 20 16 11 26 10 11 9

22 508 3 8 3 2 6 

8 84 4 4 

13 175 1 5 3 1 3 

76 775  4 27 11 27 7 

37 271 5 4 3 21 4 

48 820 12 12 12 12 

7 144 2 1 1 1 1 1 

2 14 1 1

14 14 1 1 4 2 6

6 6 3 3

233 2,811 5 23 21 44 14 1 36 23 31 30 4 1

412 3,857 14 35 51 58 25 21 52 34 57 40 15 10

注）窒素酸化物、浮遊粒子状物質等に係る大気汚染常時監視の件数は含まない。

 
総数 令和5年 令和6年

重 油 中 硫 黄 分

工 場 ば い煙 など

有害大気汚染物質

小　計

水質

(理化学検査)

工 場 事 業場 排水

ゴ ル フ 場 排 水

浄 化 槽 放 流 水

河 川 水

地 下 水

大気

降 下 ば い じ ん

悪 臭 物 質

酸 性 雨

ア ス ベ ス ト

計

底 質 ・ 土 壌

池 沼 水

衛 環 研 排 水

その他(河川事故検体)

精 度 管 理

依 頼 検 査

水質

(細菌検査)

工 場 事 業場 排水

浄 化 槽 放 流 水

河 川 水

小　計
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表 2-7-2 降下ばいじん量の経年変化(年平均） 

 

平成

元 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15

3.1 2.4 1.8 1.8 2.1 1.6 2.1 1.7 1.6 1.1 1.4 2.2 1.7 1.3 1.6

2.0 1.4 1.0 1.1 1.0 0.7 1.3 0.9 0.9 0.7 0.8 1.3 1.0 0.7 0.9

1.1 1.0 0.8 0.7 1.1 0.9 0.8 0.8 0.7 0.4 0.6 0.9 0.7 0.6 0.7

平成

16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30

1.7 1.7 1.6 1.6 1.6 1.5 1.3 1.2 1.4 1.6 欠測 1.0 1.1 1.3 1.4

1.0 1.0 0.9 0.9 0.9 0.9 0.7 0.6 0.6 0.7 欠測 0.5 0.5 0.7 0.7

0.7 0.7 0.7 0.7 0.7 0.6 0.6 0.6 0.8 0.9 欠測 0.5 0.6 0.7 0.7

令和

元 2 3 4 5

1.4 1.7 1.5 1.7 1.1

0.8 1.2 0.7 0.8 0.5

0.6 0.5 0.8 0.9 0.6

注1）平成元年度より平成30年度までの測定場所は旧衛生環境研究所（中京区）屋上

注2）令和元年度以降の測定場所は研究所の移転及び京都府保健環境研究所の解体作業のため伏見区総合庁舎屋上

注3）令和4年度以降の測定場所は移転後の衛生環境研究所（伏見区）屋上

年度

総量

溶解性成分量

不溶解性成分量

年度

単位：ﾄﾝ/（km
2
・月）

年度

総量

溶解性成分量

不溶解性成分量

総量

溶解性成分量

不溶解性成分量
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表 2-7-3-1 悪臭測定結果濃度分布表

 

 

 

表 2-7-3-2 京都府環境を守り育てる条例に基づく大気中有害物質調査結果 

 

1 0 24 24 5 11 8

0.002 0 15 15 15

0.02 0 15 15 1 14

0.01 0 15 15 15

0.009 0 15 15 15

0.005 － － － －

0.05 0 9 9 3 6

0.05 0 9 9 2 7

0.009 0 9 9 9

0.02 0 9 9 9

0.009 0 9 9 9

0.003 0 9 9 9

0.9 0 9 9 9

3 0 9 9 9

1 0 9 9 9

10 0 9 9 9

0.4 0 9 9 9

1 0 9 9 1 5 3

0.03 － － － －

0.001 － － － －

0.0009 － － － －

0.001 － － － －

注）令和5年度はトリメチルアミン、プロピオン酸、ノルマル酪酸、ノルマル吉草酸、イソ吉草酸の測定は実施しなかった。

ノルマル吉草酸 0.0002

イソ吉草酸 0.0002

キシレン 0.05

プロピオン酸 0.001

ノルマル酪酸 0.0002

メチルイソブチルケトン 0.05

トルエン 0.05

スチレン 0.05

イソバレルアルデヒド 0.0005

イソブタノール 0.05

酢酸エチル 0.05

ノルマルブチルアルデヒド 0.0005

イソブチルアルデヒド 0.0005

ノルマルバレルアルデヒド 0.0005

トリメチルアミン 0.0005

アセトアルデヒド 0.0005

プロピオンアルデヒド 0.0005

硫化水素 0.002

硫化メチル 0.0008

二硫化メチル 0.0009

0.0010

～

検出限

界

(ppm)

検出

限界

未満

検出限界値

(ppm)

参考

アンモニア 0.05

メチルメルカプタン 0.0002

1～

0.51

(ppm)

0.5～

0.11

(ppm)

0.1～

0.051

(ppm)

0.05～

0.011

(ppm)

0.010

～

0.0051

(ppm)

0.005

～

0.0011

(ppm)

物質名

敷地

境界

基準

(ppm)

基準

超過

地点

数

基準

以下

地点

数

延

地点

数

10～

1.1

(ppm)

7 700 2 1 0 3 3 1 1 1

2 200 4 2 0 6 6 1 1 4

3 300 6 3 0 9 9 1 1 3 3 1

物質名

敷地

境界

規制

基準

(ppm)

排出口

規制

基準

(ppm)

敷地

境界

調査

地点数

排出口

調査

地点数

基準

超過

地点数

基準

以下

地点数

延

地点

数

100

(ppm)

以上

100

～

10

(ppm)

10

～

1

(ppm)

1

～

0.1

(ppm)

0.1

～

検出限

界

(ppm)

検出

限界

未満

検出限界値

(ppm)

参考

メタノール 0.05

トルエン 0.05

キシレン 0.05
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表 2-7-4 降水の pH値の経年変化 

 

平成

元 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15

- 4.6 4.6 4.5 4.8 4.6 4.7 4.6 4.7 4.8 4.7 4.7 4.6 4.6 4.7

6.1 6.0 5.8 5.6 6.4 6.8 6.0 7.1 6.1 6.7 6.8 6.1 6.8 6.3 6.9

3.5 3.8 3.4 3.6 3.7 3.6 3.8 3.6 3.8 3.9 3.6 3.8 3.5 3.7 3.8

平成

16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30

4.7 4.5 4.7 4.6 4.7 4.7 4.8 4.7 4.7 4.7 4.8 5.0 4.9 5.0 4.9

6.3 6.0 6.6 6.9 6.1 6.1 6.8 5.8 6.4 6.3 5.9 5.7 6.0 6.2 5.9

3.7 3.8 3.6 3.5 3.7 3.7 4.0 4.1 3.8 4.0 3.9 4.2 4.2 4.3 4.2

令和

元 2 3 4 5

5.0 5.4 5.5 5.7 4.9

6.6 6.5 7.1 7.7 6.9

4.1 4.4 4.5 4.2 4.3

注1）平成元年より令和元年10月15日までの測定場所は旧衛生環境研究所（中京区）屋上

注2）令和元年10月28日以降の測定場所は新研究所（伏見区）屋上（研究所の移転のため）

年度

最　低　値

年度

加重平均値

最　高　値

最　低　値

加重平均値

最　高　値

最　低　値

年度

加重平均値

最　高　値
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表 2-7-5 大気中アスベスト濃度の経年変化 

 

単位：f (繊維数) / L

注）上段：幾何平均　下段：濃度範囲

※平成22年度以降は総繊維数濃度を示す。

6年度 7年度 8年度 9年度

市役所局 1.38

(0.98～1.62)

0.83

(0.60～1.15)

0.73

(0.55～1.11)

0.28

(0.17～0.43)

0.62

(0.38～0.98)

測定場所 平成元年度   2年度 3年度 4年度 5年度

0.23

(0.09～0.47)

0.37

(0.15～0.51)

0.48

(0.36～0.63)

0.30

(0.19～0.56)

0.22

(0.15～0.30)

測定場所 平成10年度 11年度 12年度 13年度 14年度 15年度 16年度 17年度 18年度

壬生局 1.22

(0.72～1.91)

0.76

(0.17～1.49)

0.54

(0.43～0.64)

0.24

(0.09～0.77)

0.39

(0.21～0.85)

0.27

(0.17～0.43)

0.45

(0.26～0.68)

0.30

(0.12～0.71)

0.35

(0.24～0.55)

壬生局 0.42

(0.20～0.43)

0.06

(0.00～0.13)

0.14

(0.08～0.32)

0.40

(0.28～0.52)

0.35

(0.18～0.59)

0.77

(0.55～1.0)

0.87

(0.51～1.3)

0.61

(0.32～0.74)

0.41

(0.31～0.49)

市役所局 0.28

(0.20～0.40)

0.06

(0.00～0.09)

0.38

(0.22～0.52)

0.42

(0.33～0.54)

0.35

(0.30～0.49)

0.48

(0.23～0.73)

0.68

(0.61～0.74)

0.53

(0.44～0.89)

0.11

(0.056～0.22)

27年度※

市役所局 0.23

(0.17～0.39)

0.13

(0.057～0.22)

0.071

(0.057～0.11)

0.22

(0.11～0.45）

0.23

(0.11～0.68）

0.25

(0.06～0.68）

0.20

(0.054～0.56)

0.10

(0.056～0.39)

0.15

(0.056～0.39)

測定場所 平成19年度 20年度 21年度 22年度※ 23年度※ 24年度※ 25年度※ 平成26年度※

欠測 欠測 欠測 欠測 欠測

0.12

(0.056～0.34)

測定場所 28年度※ 29年度※ 30年度※ 令和元年度※ 2年度※ 3年度※ 4年度※ 5年度※

壬生局 0.26

(0.17～0.39)

0.079

(0.057～0.22)

0.076

(0.057～0.17)

0.23

(0.11～0.39)

0.25

(0.11～0.45)

0.18

(0.056～0.51)

0.29

(0.11～0.51)

壬生局 0.24

(0.11～0.51)

0.19

(0.11～0.42)

0.24

(0.14～0.39)

0.26

(0.11～0.51)

伏見局 0.27

(0.056～0.51)

市役所局
欠測 欠測 欠測

大岩局 0.41

(0.28～0.56)

0.24

(0.17～0.34)

0.30

(0.17～0.45)

0.54

(0.45～0.68)

0.31

(0.22～0.45)

0.22

(0.11～0.51)

0.30

(0.22～0.53)

0.37

(0.28～0.51)

0.28

(0.17～0.45)

0.19

(0.11～0.45)

0.42

(0.17～0.85)
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表 2-7-6-1  有害大気汚染物質モニタリング調査結果 

 

(単位:μg/m
3
)

左京区総合庁舎 南部まち美化事務所 自排大宮局 自排山科局

(一般環境) (固定発生源周辺) (沿道) (沿道)

0.071 0.077 - -

(0.00085～0.14) (0.00085～0.14)

0.0016 0.003 - -

(0.00025～0.0088) (0.00025～0.023)

1.2 1.3 - -

(0.95～1.6) (1.0～1.6)

0.60 0.65 - -

(0.031～1.3) (0.016～2.1)

0.19 0.19 - -

(0.003～0.47) (0.003～0.46)

2.0 2.0 - -

(0.46～3.9) (0.60～3.4)

0.15 0.74 - -

(0.0035～0.43) (0.0035～2.8)

0.13 1.4 - -

(0.0035～0.33) (0.0035～4.6)

0.016 0.051 0.094 0.062

(0.00065～0.040) (0.002～0.14) (0.002～0.19) (0.002～0.15)

0.50 0.73 0.85 0.79

(0.059～0.81) (0.12～1.4) (0.19～1.2) (0.18～1.3)

4.7 9.4 7.5 5.7

(1.1～9.7) (2.0～20) (1.5～14) (1.4～13)

0.081 - 0.14 0.079

(0.0075～0.24) (0.017～0.31) (0.020～0.18)

0.074 - - -

(0.022～0.17)

3.9 - 3.1 2.9

(1.3～18) (1.5～5.9) (1.0～7.1)

5.2 - 4.3 4.1

(2.4～18) (1.6～8.4) (1.7～6.9)

2.8 - - -

(0.14～11)

1.3 - - -

(0.12～4.1)

0.0071 - - -

(0.0002～0.021)

16 - - -

(1.9～48)

3.3 - - -

(0.3～8.9)

0.04 - - -

(0.008～0.11)

1.6 - - -

(1.1～2.6)

0.69 4.9 1.8 1.7

(0.15～1.5) (0.47～25.0) (0.37～3.2) (0.30～4.1)

1.3 - - -

(1.2～1.4)

2.6 - - -

(2.3～2.8)

0.47 - - -

(0.38～0.56)

環境基準

アクリロニトリル -

塩化ビニルモノマー -

塩化メチル -

クロロホルム -

1,2－ジクロロエタン -

ジクロロメタン 150

テトラクロロエチレン 200

トリクロロエチレン 130

1,3－ブタジエン -

ベンゼン 3

トルエン -

ベンゾ[a ]ピレン -

酸化エチレン -

アセトアルデヒド -

ホルムアルデヒド -

ニッケル化合物 -

ヒ素及びその化合物 -

フロン11 -

ベリリウム及びその化合物 -

マンガン及びその化合物 -

クロム及びその化合物 -

六価クロム化合物

水銀及びその化合物 -

キシレン -

　　　  クロム及びその化合物、 六価クロム化合物、 水銀及びその化合物の単位はng/㎥

フロン12 -

フロン113 -

注１）　上段：年平均値　　下段：（最小値～最大値）

注２）　ベンゾ[a]ピレン、ニッケル化合物、 ヒ素及びその化合物、 ベリリウム及びその化合物、 マンガン及びその化合物
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表 2-7-6-2  大岩街道周辺地域環境整備事業に関連する検査件数 

 

有害大気汚染物質　 降下ばいじん

物質名 検査件数 調査月 調査地点数 検査件数

アクリロニトリル 1 5月 2 2

塩化ビニルモノマー 1 8月 2 2

塩化メチル 1 11月 2 2

クロロホルム 1 2月 2 2

1,2－ジクロロエタン 1 合計 8

ジクロロメタン 1

テトラクロロエチレン 1 悪臭物質　

トリクロロエチレン 1 物質名 調査地点数 検査件数

1,3－ブタジエン 1 メタン 5 5

ベンゼン 1 硫化水素 5 5

アセトアルデヒド 1 合計 10

水銀及びその化合物 1

ニッケル化合物 1 アスベスト　

ヒ素及びその化合物 1 物質名 調査地点数 検査件数

マンガン及びその化合物 1 アスベスト　 2 6

合計 15 合計 6



35

京都市衛生環境研究所年報No.９０（２０２４）

 

図 2-7-1 大気汚染常時監視測定局配置図 

※　編集にあたって

・カラーページで

・エクセルの見た目と印刷したときには，見え方が変わるので注意！

測定局所在地

市役所 南

壬生 大宮

伏見 山科

山科 上京

左京 西ノ京

西京 比叡山

久我
 京都

タワー

北

醍醐
伏見区醍醐鍵尾町17

市立池田小学校　校庭

左京区修学院牛ヶ額3

比叡山頂展望閣内

伏見区久我東町60の2

市立神川小学校　校庭

下京区烏丸通七条下る東塩小路町721の1

京都タワー　展望室内

北区紫野花ノ坊町23の1

ツラッティ千本　2階室内
移動大岩局 伏見区深草飯食山町地内

（令和6年3月31日現在）

大

　

気

　

局

中京区壬生東高田町1の21

京都看護大学　校庭

伏見区村上町395

京都市衛生環境研究所　3階室内

山科区椥辻池尻町14の2
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市立室町小学校  校庭

左京区松ヶ崎堂ノ上町7-2

左京区総合庁舎　2階室内

中京区西ノ京中保町1の4
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表 2-7-7 大気常時監視測定機整備状況 

 

項目 ＳＯ2 ＳＰＭ ＮＯｘ Ｏｘ ＣＯ PM2.5 ＨＣ 日射量 温湿度 風向風速

測定局 4台 14台 15台 9台 3台 12台 4台 1台 3台 10台

市役所 ○ ○ ○ ○ ○

壬生 ○ ○ ○ ○ ○ ○

伏見 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

山科 ○ ○ ○ ○ ○

左京 ○ ○ ○ ○

西京 ○ ○ ○ ○ ○ ○

久我 ○ ○ ○

北 ○ ○ ○

醍醐 ○ ○ ○ ○ ○ ○

南 ○ ○ ○ ○ ○

大宮 ○ ○ ○ ○

山科 ○ ○ ○ ○ ○

上京 ○ ○ ○

西ノ京 ○ ○ ○

比叡山
○

温度のみ
○

 京都

タワー

○

温度のみ
○

移

動

局

大岩 ○ ○ ○ ○

 

大

 

 

 

 

 

 

気

 

 

 

 

 

 

局

自

排

局

気

象

局
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表 2-7-8 大気常時監視測定結果 

 

  

（令和5年度）

１日平均値 達成 １日平均値 達成 1日平均値 達成 達成 1日平均値 達成 １時間値 達成

(2%除外値） (年間98%値） (2%除外値） (2%除外値） （最高値）

(ppm) 状況 (ppm) 状況 (mg/m
３
) 状況 (μg/m

3
) 状況 (ppm) 状況 (ppm) 状況

市 役 所 0.020 〇 0.031 〇 8.9 〇 0.095 ×

壬 生 0.002 〇 0.022 〇 0.033 〇 11.0 〇 0.122 ×

伏 見 0.002 〇 0.024 〇 0.034 〇 9.0 〇 0.116 ×

山 科 0.001 〇 0.021 〇 0.037 〇 9.0 〇 0.110 ×

左 京 0.018 〇 0.027 〇 0.121 ×

西 京 0.001 〇 0.020 〇 0.038 〇 9.4 〇 0.124 ×

久 我 0.024 〇 0.036 〇 0.115 ×

北 0.016 〇 0.121 ×

醍 醐 0.022 〇 0.029 〇 10.4 〇 0.119 ×

南 0.030 〇 0.032 〇 9.5 〇 0.5 〇

大 宮 0.028 〇 0.038 〇 10.2 〇 0.5 〇

山 科 0.027 〇 0.036 〇 8.2 〇 0.5 〇

上 京 0.018 〇 0.035 〇 9.0 〇

西 ノ 京 0.021 〇 0.030 〇 9.1 〇

1日平均値 1日平均値 1日平均値 1年平均値 1日平均値

10ppm以下

までのゾーン内

又はそれ以下

1時間値 1時間値 1日平均値 1時間値の 1時間値

0.1ppm以下 8時間平均値 0.06ppm以下

20ppm以下

注１　表中の－印は、測定を実施していないことを示す。

注２　達成状況欄は長期的評価による達成＝○、未達成＝×を示す。（Oｘは短期的評価）

－

－

大

気

局

－ －

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

環

境

基

準
短期的評価

－ －

自

排

局

－

－

－

－

－

－

－ －

－

0.04ppm以下 0.04ppmから0.06ppm 0.10mg/m3以下
長期的評価

注３　ＳＯ２、ＳＰＭ、ＣＯは、環境基準を超える日が２日以上連続した場合にも未達成と評価する。

15μg/m3以下

0.20mg/m3以下 35μg/m3以下

－

－

－

－

－

種

別

測

定

局

名

二酸化硫黄 二酸化窒素

（ＳＯ２） （ＮＯ２）

浮遊粒子状物質 微小粒子状物質 一酸化炭素 光化学ｵｷｼﾀﾞﾝﾄ

（ＳＰＭ） （ＰＭ2.5） （ＣＯ） （ＯＸ）

１年平均値
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表 2-7-9 水質及び底質などに係る試験検査項目別取扱件数（理化学検査） 

 
 

項

目

別

!

計

"

規

制

工

場

・

事

業

所

排

水

調

査

ゴ

ル

フ

場

排

水

農

薬

調

査

浄

化

槽

放

流

水

調

査

河

川

水

質

調

査

な

ど

河

川

底

質

河

川

事

故

地

下

水

調

査

岡

田

山

(

地

下

水

)

岡

田

山

(

河

川

水

)

岡

田

山

(

底

質

)

土

壌

調

査

溶

出

試

験

土

壌

調

査

含

有

試

験

池

沼

水

質

調

査

池

沼

底

質

調

査

衛

環

研

排

水

検

査

精

度

管

理

・

そ

の

他

行

政

以

外

か

ら

の

依

頼

検

査

ｐＨ 190 22 2 68 8 6 4 72 7 1 

ＢＯＤ 36 22 2 6 6 

ＣＯＤ 73 22 2 48 1 

浮遊物質量 36 22 2 6 6 

n-ヘキサン抽出物量 29 22 7 

カドミウム 55 11 5 11 8 6 3 4 4 3 

全シアン 47 11 11 8 6 4 4 3 

鉛 55 11 5 11 8 6 3 4 4 3 

六価クロム 55 11 5 11 8 6 3 4 4 3 

ヒ素 57 11 21 8 6 4 4 3 

全水銀 56 12 5 11 8 6 3 4 4 3 

有機水銀 0

フェノール類 29 22 7 

銅 27 20 7 

亜鉛 41 20 5 6 3 7 

溶解性鉄 27 20 7 

溶解性マンガン 27 20 7 

全クロム 35 20 5 3 7 

フッ素 44 9 11 8 6 4 4 2 

ホウ素 44 9 11 8 6 4 4 2 

ニッケル 27 20 7 

セレン 46 11 11 8 6 4 4 2 

トリクロロエチレン 33 6 19 4 2 2 

テトラクロロエチレン 33 6 19 4 2 2 

1,1,1-トリクロロエタン 31 6 17 4 2 2 

四塩化炭素 31 6 17 4 2 2 

ジクロロメタン 31 6 17 4 2 2 

ベンゼン 32 7 17 4 2 2 

塩化物イオン 0

全リン 27 20 1 6 

全窒素 27 20 1 6 

溶存酸素 33 2 6 24 1 

電気伝導度 138 1 68 8 4 56 1 

温度 23 2 12 2 7 

アンモニア性窒素 1 1 

亜硝酸性窒素 39 1 23 8 6 1 

硝酸性窒素 39 1 23 8 6 1 

水分量・乾燥減量 15 8 3 4 

強熱残留物 11 8 3 

ＰＣＢ 45 7 5 11 8 6 3 4 1 

農薬 82 82 

陰イオン界面活性剤又はLAS 6 6 

鉱物油定性及び同定 0

1,2-ジクロロエタン 30 6 17 4 2 1 

1,1-ジクロロエチレン 32 6 19 4 2 1 

1,2-ジクロロエチレン 25 19 4 2 

シス-1,2-ジクロロエチレン 32 6 19 4 2 1 

トランス-1,2-ジクロロエチレン 25 19 4 2 

1,1,2-トリクロロエタン 30 6 17 4 2 1 

クロロエチレン 25 19 4 2 

1,3-ジクロロプロペン 9 2 4 2 1 

シス-1,3-ジクロロプロペン 6 4 2 

トランス-1,3-ジクロロプロペン 6 4 2 

1,4-ジオキサン 12 7 4 1 

チウラム 30 7 2 1 8 6 4 2 

シマジン 28 7 1 8 6 4 2 

チオベンカルブ 28 7 1 8 6 4 2 

ビスフェノールA 5 5 

ノニルフェノール類 7 1 6 

オクチルフェノール類 5 5 

o,p'-DDT 5 5 

カチオン・アニオン 470 408 54 8 

アルカリ度 49 48 1 

クロロフィルa 48 48 

溶解性有機炭素又は全有機炭素 48 48 

プランクトン・その他 0

魚の状態等 0

溶存態全アルミニウム 48 48 

濁度 0

有機リン化合物 12 7 4 1 

亜硝酸性窒素及び硝酸性窒素 37 23 8 6 

アンモニア，アンモニア化合物,

　亜硝酸化合物及び硝酸化合物
15 15

無機性リン 1 1 

エストロン 0

4-ヒドロキシ安息香酸メチル 0

ペンチルフェノール類 0

その他 10 2 8 

合計 2,791 508 84 0 37 51 0 563 212 138 27 100 36 820 57 144 14 0
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表 2-7-10 ゴルフ場排水などの農薬調査検査項目 

 

 

表 2-7-11 工場事業場排水の大腸菌群検査の結果 

 

時期 夏期 秋期 夏期 秋期 夏期 秋期 夏期 秋期

クロチアニジン クロチアニジン アゾキシストロビン アゾキシストロビン イマゾスルフロン オキサジクロメホン

チオジカルブ クロラントラニリプロール アメトクトラジン アメトクトラジン オキサジクロメホン カフェンストロール

チアメトキサム イプロジオン シプロコナゾール キノクラミン（ＡＣＮ） ピラゾスルフロンエチル

シプロコナゾール チフルザミド シクロスルファムロン ホラムスルフロン

チウラム テトラコナゾール ピラゾスルフロンエチル

テトラコナゾール テブコナゾール ブタミホス

テブコナゾール フルキサピロキサド ホラムスルフロン

フルキサピロキサド フルジオキソニル

ペンシクロン プロピコナゾール

ペンチオピラド ペンシクロン

マンデストロビン ペンチオピラド

メタラキシル ボスカリド

メトコナゾール マンデストロビン

メタラキシル

メトコナゾール

2 3 13 15 7 4 0 0

夏期： 22 項目　　　　　　秋期： 22 項目　　　　　年間のべ： 44 項目
合計

殺虫剤 殺菌剤 除草剤他 その他

検体数 基準超過検体数
基準超過検体

の割合（％）

工場事業場排水 14 0 0  
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8 試験検査の信頼性確保業務等［管理課］ 

(1) 食品検査等における信頼性確保 

食品衛生法に係る検査等の信頼性を確保するため、「京都市衛生環境研究所食品検査等業務管理要綱」を作成し、この

要綱に基づき信頼性確保部門としてＧＬＰ委員会を設置し、試験検査業務の内部点検及び外部精度管理調査等を実施し

ている。 

ア ＧＬＰ委員会について 

「京都市衛生環境研究所 GLP 委員会設置要領」に基づき、委員の選出及び委員会を開催。 

(ｱ) 委員の構成 

・ 委員長（衛生環境研究所長） 

・ 信頼性確保部門責任者（管理課企画調整係長） 

・ 検査部門責任者（環境部門担当課長） 

・ 試験品採取・搬送区分責任者（医療衛生推進室医療衛生企画課食品安全担当課長） 

・ 理化学的検査区分責任者（食品化学部門担当課長） 

・ 微生物学的検査区分責任者（微生物部門担当課長） 

・ 動物を用いる検査区分責任者（食品化学部門担当課長） 

・ その他の委員（委員長が指名する者） 

(ｲ) 委員会の開催 

内部点検及び外部精度管理調査等ＧＬＰの取組について、令和 4 年度の実施結果及び令和 5 年度の実施計画

（案）を報告（開催日 令和 5年 11月 16 日）。 

イ 内部点検について 

試験検査の信頼性の確保を図る目的で、試験検査業務の内部点検を実施している。 

「内部点検実施手順書」に基づき、食品試験検査担当の食品化学部門（実施日 令和 6 年 2 月 20 日）、微生物部門

（実施日 令和 6年 1月 22日～23日）並びに試験品採取・搬送担当の医療衛生センター（実施日 令和 6年 2月 21

日）の内部点検を実施。 

ウ 外部精度管理調査について 

例年、試験検査データの信頼性を確保するため、一般財団法人食品薬品安全センター秦野研究所が実施する外部精

度管理調査に参加している。 

令和 5年度は、理化学調査 4項目、微生物学調査 6項目、食品表示に関する調査 1項目に参加。 

 

表 2-8-1 食品衛生検査外部精度管理調査参加項目 

 

 

  

種別 結果

定量 良好

定性／定量 良好

定性 良好

定性 良好

定量 良好

定性 良好

定性／定量 良好

定性 良好

定性 良好

定量 良好食品表示に関する調査 特定原材料検査（卵） こしあん

ハンバーグ

白飯

ハンバーグ

マッシュポテト

良好

果実ペースト

理化学調査

E.coli 検査

一般細菌数測定検査

微生物学調査

残留農薬検査（６種農薬中の３種）

大腸菌群検査 ハンバーグ

豚肉（もも）ペースト

試験項目

重金属検査（カドミウム）

対象試料の形態

玄米粉

食品添加物検査（着色料）

残留動物用医薬品検査

（スルファジミジン）
定量

かぼちゃペースト

液卵

腸内細菌科菌群検査

黄色ブドウ球菌検査

サルモネラ属菌検査

分類
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(2) 病原体等検査における信頼性確保 

平成 28 年度から、感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する法律に基づいて、感染症の患者の検体又は

当該感染症の病原体の検査を行う施設として、「京都市衛生環境研究所病原体等検査業務管理要領」を作成し、病原体等

検査の信頼性確保のため内部点検等を実施。 

試験検査データの信頼性を確保するため、令和 5年度は 4項目の外部精度管理調査事業に参加。 

 

表 2-8-2 病原体検査外部精度管理調査参加項目 

 

 

 

(3) 輸出食肉検査における信頼性確保 

令和 2年度から、「京都市衛生環境研究所輸出食肉検査業務管理要領」に基づき、輸出食肉検査の信頼性確保の内部点

検等を実施。 

ア 内部点検について 

試験検査の信頼性の確保を図る目的で「内部点検実施手順書」に基づき、食肉検査部門における試験検査業務の内

部点検を実施（実施日 令和 5年 9月 21日）。 

イ 内部精度管理について 

食肉検査部門で行った内部精度管理の結果評価を実施。評価基準として、試料に用いた標準菌株の性状が検査結果

で得られることとし、以下の実施項目について、評価基準を満たしていた。 

・対米輸出用サルモネラ検査、STEC 検査のスクリーニング検査 

・対米輸出用サルモネラ検査 

・対米輸出用 STEC 検査 

ウ 外部精度管理について 

試験検査データの信頼性を確保するため、令和 5年度は 2項目の外部精度管理調査事業に参加。 

 

表 2-8-3 輸出食肉検査外部精度管理調査参加項目 

 

 

 

(4) 地域保健総合推進事業に係る近畿ブロック健康危機管理事業（健康危機模擬訓練） 

  健康危機事象が広域にわたって発生した場合における各地方衛生研究所の対応について確認することを目的として、

地方衛生研究所全国協議会近畿支部が「近畿ブロック健康危機管理事業（健康危機模擬訓練）」を実施している。令和５

年度においても参加し、健康危機管理委員会を立ち上げ、事象についての検討、原因物質の推定・究明を行い、体制や対

応などを検討した。 

  

種別 結果

新型コロナウイルス

試験項目

新型コロナウイルスの次世代シーケンシング

（NGS)による遺伝子の解読・解析
新型コロナウイルスＲＮＡ

検体

定性／定量 良好

厚生労働省

国立感染症研究所

厚生労働省

良好
厚生労働省

国立感染症研究所

実施主体

SARS-Cov-2 PCR検査 定性

遺伝子の

解読・解析
良好

新型コロナウイルス感染症のＰＣＲ検査等 新型コロナウイルスＲＮＡ

麻しん・風しんウイルスの核酸検出検査 定性
麻しん・風しんウイルス

（乾燥品）

良好
（一社）京都府医師会

（一社）京都府臨床検査技師会

種別 結果検体試験項目

（一財）食品薬品安全センター

秦野研究所

国立医薬品食品衛生研究所

実施主体

サルモネラ属菌検査

定性 牛肉 良好対米輸出用STEC検査

定性 液卵 良好
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(5) 京都市衛生環境研究所動物実験委員会の開催 

令和 5年度の動物実験について下記のとおり委員会を開催し、計画及び結果の審議と承認を行った。 

ア 計画の承認 （令和 5年 2月 24日開催委員会：計画に問題なく、すべて承認された） 

・食品化学部門 「マウスを用いた麻痺性貝毒試験」及び「マウスを用いたふぐ毒試験」 

イ 結果の承認 （令和 6年 2月 22日開催委員会：全計画が予定通り実施されており、すべて承認された） 


